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(57)【要約】
【課題】単純な構造で正面の表示特性を劣化させずに視
野角劣化を改善する液晶表示装置を提供する。
【解決手段】バックライトユニット２０と、入射光を直
線偏光の透過光と反射光に分離する直線偏光分離層１１
と、第１の偏光板１３と、対向配置された少なくとも一
方の内面に透明電極を有する一対の基板１５ａ，１５ｃ
と該基板１５ａ，１５ｃ間に挟持された液晶層１５ｂと
からなる液晶セル１５と、第２の偏光板１７とをこの順
番に備える液晶表示装置１００であって、直線偏光分離
層１１と第１の偏光板１３との間に、該第１の偏光板１
３の透過軸に対して垂直方向の光軸についての正の一軸
性または負の一軸性の複屈折を有する位相差層１２を備
える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライトユニットと、入射光を直線偏光の透過光と反射光に分離する直線偏光分離
層と、第１の偏光板と、対向配置された少なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の
基板と該基板間に挟持された液晶層とからなる液晶セルと、第２の偏光板とをこの順番に
備える液晶表示装置であって、
　前記直線偏光分離層と第１の偏光板との間に、該第１の偏光板の透過軸に対して垂直方
向の光軸についての正の一軸性または負の一軸性の複屈折を有する位相差層を備えること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記位相差層は、以下の式で定義される膜厚方向のレターデーションＲｔｈが５５０ｎ
ｍ以上、１１００ｎｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（位相差層膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは前記第１の偏光板の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは前記第１の偏光板の透過軸に対して垂直方向と
なる位相差層の厚さ方向の屈折率である。）
【請求項３】
　バックライトユニットと、入射光を直線偏光の透過光と反射光に分離する直線偏光分離
層と、第１の偏光板と、対向配置された少なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の
基板と該基板間に挟持された液晶層とからなる液晶セルと、第２の偏光板とをこの順番に
備える液晶表示装置であって、
　前記直線偏光分離層と第１の偏光板との間に、該第１の偏光板の透過軸に対して平行方
向の光軸についての正の一軸性または負の一軸性の複屈折を有する位相差層を備えること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　前記位相差層は、以下の式で定義される面内のレターデーションＲｏが２１０ｎｍ以上
、３５０ｎｍ以下であることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（位相差層膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは前記第１の偏光板の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率である。）
【請求項５】
　バックライトユニットと、入射光を直線偏光の透過光と反射光に分離する直線偏光分離
層と、第１の偏光板と、対向配置された少なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の
基板と該基板間に挟持された液晶層とからなる液晶セルと、第２の偏光板とをこの順番に
備える液晶表示装置であって、
　前記直線偏光分離層と第１の偏光板との間に、該第１の偏光板の透過軸に対して垂直方
向及び平行方向の光軸についての２軸性の複屈折を有する位相差層を備えることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項６】
　前記位相差層は、以下の式で定義される膜厚方向のレターデーションＲｔｈが５５０ｎ
ｍ以上、１１００ｎｍ以下であり、面内のレターデーションＲｏが２１０ｎｍ以上、３５
０ｎｍ以下であることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（位相差層膜厚）｜
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（位相差層膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは前記第１の偏光板の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは前記第１の偏光板の透過軸に対して垂直方向と
なる位相差層の厚さ方向の屈折率である。）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、視野角劣化が改善される液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は従来の陰極線管（ＣＲＴ）を用いた表示装置に比べて、低消費電力、低
電圧動作、軽量、薄型といった特徴を有しており、テレビ、コンピューター、携帯をはじ
めとする様々な表示装置として急速に普及してきている。しかしながら、液晶表示装置に
は見る角度によってコントラスト・色度が本来の表示特性とは異なってしまう問題が指摘
されていた（このような表示特性の角度依存を以下、視野角劣化と呼ぶ）。
【０００３】
　このように視野角劣化が生じてしまうのは、液晶表示装置では偏光板と液晶セルを用い
て表示を行っているからである。偏光板は特定の偏波面の光だけを透過させる特徴をもっ
ており、そのために偏波面に対して偏光板の透過軸および吸収軸は一定の角度関係を保持
しなければならない（図１（ａ））。しかし、斜めから見るとこの関係が崩れてしまい（
図１（ｂ））、想定していない光が出射してしまう（光漏れ）。また、液晶セルそれ自体
も角度によって光の偏波面の変化量が異なり、光漏れの原因になりえる。
【０００４】
　そこで、従来の技術においては光源側偏光板～視聴者側偏光板間に位相差フィルムを配
置し、偏波面を適当に曲げることで偏光板の吸収軸との角度関係を保つようにしている。
しかしながら、ある定まったフィルムにて視野角劣化を十分に抑えることは難しい。なぜ
ならば観測者の角度・補償するべき波長によって適当な位相差値が異なるからである。
【０００５】
　例として、偏光板の補償について考える。図２（ａ）に偏光板だけでの該偏光板に対す
る方位角４５°における黒輝度の関係を、図２（ｂ）に偏光板だけでの該偏光板に対する
仰角６０°における黒輝度の関係を示す。斜めから見ると偏光板の透過軸と吸収軸の直交
関係がくずれ（図１（ｂ））、方位角４５°近傍（斜視時）では仰角が大きくなると黒輝
度も大きくなる（光漏れ）。
【０００６】
　そこで、偏光板をＸＹＺ直交座標系で見て、それぞれの方向の屈折率の関係としてｎｘ
＞ｎｙ＝ｎｚとなるＰｏｓｔｉｖｅＡ－Ｐｌａｔｅフィルム、及びｎｘ＝ｎｙ＜ｎｚとな
るＰｏｓｉｔｉｖｅＣ－Ｐｌａｔｅを組み合わせて液晶セル内に配置した場合を考えると
、方位角４５°における黒輝度の関係は図３（ａ）のようになり、仰角６０°における黒
輝度の関係は図３（ｂ）のようになる。このように、図３のように仰角が大きくなっても
、黒輝度が図２に比べて黒輝度が大きくならない。すなわち光漏れが改善したことを示し
ている。
【０００７】
　しかしながら、このように位相差フィルムを偏光板内部に配置すると様々な問題が生じ
る。例えば、位相差層を２枚付与することはコストの増加になってしまう。また、位相差
フィルムのヘイズも問題である。さらに、ヘイズを持つフィルムを偏光板間に配置するこ
とで、偏波面が崩れてしまい正面からも斜めからも光漏れが生じてしまう。
【０００８】
　また、軸ずれの問題も深刻である。位相差フィルムは偏光板と直角または平行の関係を
保っていなければならないが、もしも仮に上記ＰｏｓｉｔｉｖｅＡ－ｐｌａｔｅが０．５
°分だけ偏光板との角度がずれてしまったとすると正面の黒輝度は１．４倍になってしま
う。すなわち正面からみたときに黒の表示状態がぼやけてしまう。そのため、この軸ずれ
による不具合を防止すべくフィルムと偏光板の貼り合せに高い精度が要求されるようにな
る。また、貼り合わせがうまくいったとしても位相差フィルム内には光軸の分布が０．５
°程度内包してしまうことから、位相差フィルムを使うと正面から見た黒輝度が大きくな
ってしまう問題がある。
【０００９】
　このように、偏光板間に位相差フィルムを配設して視野角劣化を解決する試みには正面
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の表示性能を悪化させる可能性がある。そこで、偏光板の外側で視野角劣化を解決する試
みが提案されている。例えば、特許文献１では液晶表示装置の視聴者側偏光板の外側にピ
クセルサイズの仕切りを配置して、斜めから漏れる光をカットさせて、一層のフィルムで
正面の黒表示での表示特性を損なうことなく視野角劣化を改善している。但し、仕切りを
つくる加工費が高くつくこと、また仕切りによって透過しなくなる光成分が生じてくるの
で白表示状態での正面輝度が低くなるという問題があった。
【００１０】
【特許文献１】特開昭５８－２１５６８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、以上の従来技術における問題に鑑みてなされたものであり、単純な構造で正
面の表示特性を劣化させずに視野角劣化を改善する液晶表示装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記課題を解決するために提供する本発明は、バックライトユニットと、入射光を直線
偏光の透過光と反射光に分離する直線偏光分離層と、第１の偏光板と、対向配置された少
なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の基板と該基板間に挟持された液晶層とから
なる液晶セルと、第２の偏光板とをこの順番に備える液晶表示装置であって、前記直線偏
光分離層と第１の偏光板との間に、該第１の偏光板の透過軸に対して垂直方向の光軸につ
いての正の一軸性または負の一軸性の複屈折を有する位相差層を備えることを特徴とする
液晶表示装置である（請求項１）。
【００１３】
　ここで、前記位相差層は、請求項１の発明において、以下の式で定義される膜厚方向の
レターデーションＲｔｈが５５０ｎｍ以上、１１００ｎｍ以下であることが好ましい。
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（位相差層膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは前記第１の偏光板の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは前記第１の偏光板の透過軸に対して垂直方向と
なる位相差層の厚さ方向の屈折率である。）
【００１４】
　前記課題を解決するために提供する本発明は、バックライトユニットと、入射光を直線
偏光の透過光と反射光に分離する直線偏光分離層と、第１の偏光板と、対向配置された少
なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の基板と該基板間に挟持された液晶層とから
なる液晶セルと、第２の偏光板とをこの順番に備える液晶表示装置であって、前記直線偏
光分離層と第１の偏光板との間に、該第１の偏光板の透過軸に対して平行方向の光軸につ
いての正の一軸性または負の一軸性の複屈折を有する位相差層を備えることを特徴とする
液晶表示装置である（請求項３）。
【００１５】
　ここで、前記位相差層は、請求項３の発明において、以下の式で定義される面内のレタ
ーデーションＲｏが２１０ｎｍ以上、３５０ｎｍ以下であることが好ましい。
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（位相差層膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは前記第１の偏光板の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率である。）
【００１６】
　前記課題を解決するために提供する本発明は、バックライトユニットと、入射光を直線
偏光の透過光と反射光に分離する直線偏光分離層と、第１の偏光板と、対向配置された少
なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の基板と該基板間に挟持された液晶層とから
なる液晶セルと、第２の偏光板とをこの順番に備える液晶表示装置であって、前記直線偏
光分離層と第１の偏光板との間に、該第１の偏光板の透過軸に対して垂直方向及び平行方
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向の光軸についての２軸性の複屈折を有する位相差層を備えることを特徴とする液晶表示
装置である（請求項５）。
【００１７】
　ここで、前記位相差層は、請求項５の発明において、以下の式で定義される膜厚方向の
レターデーションＲｔｈが５５０ｎｍ以上、１１００ｎｍ以下であり、面内のレターデー
ションＲｏが２１０ｎｍ以上、３５０ｎｍ以下であることが好ましい。
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（位相差層膜厚）｜
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（位相差層膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは前記第１の偏光板の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは前記第１の偏光板の透過軸に対して垂直方向と
なる位相差層の厚さ方向の屈折率である。）
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、直線偏光分離層と第１の偏光板との間に設けた位相差層によって、正
面の表示性能を損なうことなく、斜め光の透過率を減ずることで想定していない光の出射
量を減少させることができる。とりわけ黒表示状態ではリーク光をカットすることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、本発明に係る液晶表示装置の構成について説明する。
　図４は、本発明に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
　液晶表示装置１００は、バックライトユニット２０と、入射光を直線偏光の透過光と反
射光に分離する直線偏光分離層１１と、第１の偏光板１３と、対向配置された少なくとも
一方の内面に透明電極を有する一対の基板１５ａ，１５ｃと該基板１５ａ，１５ｃ間に挟
持された液晶層１５ｂとからなる液晶セル１５と、第２の偏光板１７とがこの順番に配置
されており、直線偏光分離層１１と第１の偏光板１３との間に所定の複屈折を有する位相
差層１２を備えることを特徴としている。また、第１の偏光板１３と基板１５ａとの間、
基板１５ｃと第２の偏光板１７との間に、それぞれ位相差板１４，１６を備えていてもよ
い。
【００２０】
　ここで、直線偏光分離層１１は、公知の直線偏光分離素子を用いればよい。例えば、誘
電体の薄膜を重畳した多層膜を介してブリュースター角により自然光を直線偏光からなる
反射光と透過光に分離するようにしたものや、複屈折性誘電体の薄膜を重畳した多層膜を
介して自然光を直線偏光からなる反射光と透過光に分離するようにしたものなどの適宜な
ものを用いうる。図４において直線偏光分離層１１は、Ｐ偏光成分の直線偏光（Ｐ波）を
透過し、Ｓ偏光成分の直線偏光（Ｓ波）を反射する。
【００２１】
　位相差層１２は、本発明の根幹をなすものであり、液晶表示装置１００正面からみた表
示特性を損なうことなく、直線偏光分離層１１から斜めに入射してくる直線偏光の一部を
異なる直線偏光に変化させるものである。図４において位相差層１２は、直線偏光分離層
１１から斜めに入射してくる光（全てＰ波成分）の一部をＳ波と変化させる。これを実現
するために、位相差層１２は例えば以下の３つの形態のうちいずれかのものとすればよい
。
【００２２】
（形態１）位相差層１２は、第１の偏光板１３の膜厚方向に対して正の一軸性（ｎｘ＝ｎ
ｙ＜ｎｚ）または負の一軸性（ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚ）の複屈折を有するもの、すなわち、第
１の偏光板１３の透過軸に対して垂直方向の光軸についての正の一軸性または負の一軸性
の複屈折を有するものとする。この位相差層１２としては、入射角度（出射角度）が大き
くなればなるほど位相差値が大きくなるものが好ましい。液晶表示装置１００の正面から
見た場合はそれほど表示特性は変化させず、斜めから見た場合はその角度に応じて光漏れ
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成分を減少せしめて望まれる表示色を作るからである。
【００２３】
　また、この場合、位相差層１２は、以下の式（１）で定義される膜厚方向のレターデー
ションＲｔｈが５５０ｎｍ以上、１１００ｎｍ以下であることが好ましい。
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（位相差層膜厚）｜　・・・　（１）
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは第１の偏光板１３の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは第１の偏光板１３の透過軸に対して垂直方向と
なる位相差層の厚さ方向の屈折率である。）
【００２４】
（形態２）位相差層１２は、第１の偏光板１３の面内方向に対して正の一軸性（ｎｘ＞ｎ
ｙ＝ｎｚ）または負の一軸性（ｎｘ＜ｎｙ＝ｎｚ）の複屈折を有するもの、すなわち第１
の偏光板１３の透過軸に対して平行方向の光軸についての正の一軸性または負の一軸性の
複屈折を有するものとする。
【００２５】
　また、この場合、位相差層１２は、以下の式（２）で定義される面内のレターデーショ
ンＲｏが２１０ｎｍ以上、３５０ｎｍ以下であることが好ましい。
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（位相差層膜厚）｜　・・・　（２）
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは前記第１の偏光板の透過軸に対して平行方向であり位相差
層の面内で直交する方向の屈折率である。）
【００２６】
（形態３）位相差層１２は、第１の偏光板１３の透過軸に対して垂直方向及び平行方向の
光軸についての２軸性の複屈折（ｎｘ，ｎｙ，ｎｚが異なる）を有するものとする。
【００２７】
　また、この場合、位相差層１２は、前記式（１）、（２）で定義される膜厚方向のレタ
ーデーションＲｔｈが５５０ｎｍ以上、１１００ｎｍ以下であり、面内のレターデーショ
ンＲｏが２１０ｎｍ以上、３５０ｎｍ以下であることが好ましい。
【００２８】
　なお、いずれの形態の位相差層１２も、従来公知のものから適宜選択すればよい。例え
ば、ポリカーボネート系、ポリエステル系、ポリイミド系、ポリエーテルスルホン系、ポ
リスルホン系、ポリスチレン系、ポリビニルアルコール系、ポリアリレート系、ポリ塩化
ビニル系、ポリ塩化ビニリデン系、ポリアクリル系、ポリアミド系、エポキシ系、セルロ
ース系、ポリエチレンやポリプロピレンの如きポリオレフィン系等のプラスチックからな
る延伸フィルムや、液晶性分子を配向・硬化させたフィルムなどがあげられる。
【００２９】
　特に前記液晶性フィルムは、前記レターデーションＲｔｈ，Ｒｏの調整が位相差層１２
の膜厚を調整することによって達成されるので簡便で好ましい。
【００３０】
　第１の偏光板１３、第２の偏光板１７は、液晶セル１５の両側に配置されており、それ
ぞれの透過軸（偏光軸）が互いに略直交するように配置さている。また、第１の偏光板１
３はその透過軸方向と、直線偏光分離層１１で透過される直線偏光（図４ではＰ波）の軸
方向とが揃うように配置されている。
【００３１】
　第１の偏光板１３、第２の偏光板１７としては、偏光度の高いもの、就中９５％以上の
もの、特に９９％以上のものが好ましく用いうる。ちなみにかかる高偏光度の偏光板とし
ては、例えばポリビニルアルコール系や部分ホルマール化ポリビニルアルコール系、エチ
レン・酢酸ビニル共重合体系部分ケン化物の如き親水性高分子のフィルムに、ヨウ素及び
／又は二色性染料を吸着させて延伸処理した吸収型の偏光フィルムなどがあげられる。ま
た、この偏光フィルムの片側または両側に保護フィルムを有するものであってもよい。
【００３２】
　液晶セル１５は、液晶シャッターとして機能するものであれば特に限定されず、使用可
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せて表示を行うものであり、液晶層１５ｂとしては例えばツイストネマチック液晶やスー
パーツイストネマチック液晶を好ましく用いうるが、非ツイスト系の液晶や二色性染料を
液晶中に分散させたゲストホスト系の液晶あるいは強誘電性液晶を用いてもよい。また、
液晶の駆動方式については特に限定しない。
【００３３】
　位相差板１４，１６は、複屈折の波長依存性などを補償して視認性の向上等を図るもの
であり、波長域などに応じて適宜なものを用いればよく、位相差層１２で例示したものを
用いればよい。
【００３４】
　バックライトユニット２０は、液晶表示装置の光源として従来公知のものでよく、導光
板を用いたサイドライトやＥＬランプなどの面光源となる照明装置であればよい。
【００３５】
　液晶表示装置１００において、直線偏光分離層１１から出射されたＰ波のうち、バック
ライトユニット２０の正面から該直線偏光分離層１１に入射し出射された光は位相差層１
２では偏波面に何の変化も生じず、液晶表示装置１００の正面から見た場合はその表示特
性を損なうことはない。
【００３６】
　一方、直線偏光分離層１１に斜めから入射した光Ｌ０は、直線偏光分離層１１によりＰ
波として斜めに出射された光Ｌ１となる。ついで光Ｌ１は位相差層１２により偏波面が変
化して、Ｐ波成分が減少し、Ｓ波成分が増加した光Ｌ２となる。その後光Ｌ２は第１の偏
光板１３に入射するが、第１の偏光板１３において光Ｌ２のうちＰ波成分のみが透過する
。したがって、第１の偏光板１３を透過する光強度を従来（位相差層１２がない場合）よ
りも光Ｌ２のＳ波成分の分だけ低下させることができ、最終的に視聴者に認識される光漏
れを低減することが可能となる。また、位相差層１２を用いて視野角がさらに改善され、
前記斜めに入射する成分が光漏れとして出射されないようになるのも望ましい効果といえ
る。
【実施例】
【００３７】
　以下、本発明を実施してその効果を確認した例を説明する。なお、本実施例では、液晶
セルなどの影響を排除し本発明の効果を明確にするために、図４に示した液晶表示装置１
００の構成から液晶セル１５、位相差板１４，１６を除して、図５に示すような直線偏光
分離層１１、位相差層１２、偏光板１３，１７からなるモデルで検討を行った。なお、本
実施例に示す視野角改善効果は液晶表示装置１００においても同様に発現しうる。
【００３８】
（実施例１）
　本実施例では、位相差層１２の形態として形態１で示したもののうち、第１の偏光板１
３の透過軸に対して垂直方向の光軸についての正の一軸性の複屈折を有するものを用いた
。具体的には、ｎｘ，ｎｙを第１の偏光板１３の透過軸に対して平行方向であり位相差層
の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚを第１の偏光板１３の透過軸に対して垂直方向とな
る位相差層の厚さ方向の屈折率とした場合に、ｎｘ＝ｎｙ＜ｎｚの関係があり、波長５５
０ｎｍにおいてｎｘ＝ｎｙ＝１．５、ｎｚ＝１．６３７５の屈折率を有するＰｏｓｉｔｉ
ｖｅ－Ｃプレートを用いた。
【００３９】
　ここで、位相差層１２の各屈折率ｎｘ，ｎｙ，ｎｚや膜厚を変化させることにより、（
１）式で規定される膜厚方向のレターデーションＲｔｈを０～１６５０ｎｍの範囲で変化
させ、それぞれの場合の仰角６０°での黒輝度の最大値を求めた。その結果を表１に示す
。
【００４０】
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【表１】

【００４１】
　その結果、膜厚方向のレターデーションＲｔｈが１５００ｎｍ以下では、いずれの場合
でも視野角改善の効果があることが分かった。さらに、Ｒｔｈ＝５５０～１１００ｎｍ程
度が適当な位相差値であることが分かった。しかも、本実施例では第１の偏光板１３の外
側に位相差層１２を配置しているので、ヘイズや軸ずれなどの原因で正面から見た表示品
質を損なうことがない。
【００４２】
　なお、本実施例において、位相差層１２として第１の偏光板１３の透過軸に対して垂直
方向の光軸についての負の一軸性の複屈折を有するもの、例えばｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの関係
をもつＮｅｇａｔｉｖｅ－Ｃプレートを用いた場合には、表１の結果と同様の結果となる
。Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（位相差層膜厚）｜と定義した場合には、｛(
ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ｝の値の正と負が逆転するがＲｔｈの値は同じである。よって表
１におけるＲｔｈと黒輝度の最大値との関係は同じとなる。
【００４３】
（実施例２）
　本実施例では、位相差層１２の形態として形態２で示したもののうち、第１の偏光板１
３の透過軸に対して平行方向の光軸についての正の一軸性の複屈折を有するものを用いた
。具体的には、ｎｘ，ｎｙを第１の偏光板１３の透過軸に対して平行方向であり位相差層
の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚを第１の偏光板１３の透過軸に対して垂直方向とな
る位相差層の厚さ方向の屈折率とした場合に、ｎｘ＞ｎｙ＝ｎｚの関係があり、波長５５
０ｎｍにおいてｎｘ＝１．６３７５、ｎｙ＝ｎｚ＝１．５の屈折率を有するＰｏｓｉｔｉ
ｖｅ－Ａプレートを用いた。
【００４４】
　ここで、位相差層１２の各屈折率ｎｘ，ｎｙ，ｎｚや膜厚を変化させることにより、（
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２）式で規定される面内のレターデーションＲｏを０～５６０ｎｍの範囲で変化させ、そ
れぞれの場合の仰角６０°での黒輝度の最大値を求めた。その結果を表２に示す。
【００４５】
【表２】

【００４６】
　その結果、面内のレターデーションＲｏが５６０ｎｍ以下では、いずれの場合でも視野
角改善の効果があることが分かった。さらに、Ｒｏ＝２１０～３５０ｎｍ程度が適当な位
相差値であることが分かった。しかも、本実施例では第１の偏光板１３の外側に位相差層
１２を配置しているので、ヘイズや軸ずれなどの原因で正面から見た表示品質を損なうこ
とがない。
【００４７】
　なお、本実施例において、位相差層１２として第１の偏光板１３の透過軸に対して平行
方向の光軸についての負の一軸性の複屈折を有するもの、例えばｎｘ＜ｎｙ＝ｎｚの関係
をもつＮｅｇａｔｉｖｅ－Ａプレートを用いた場合には、表２の結果と同様の結果となる
。Ｒｏ＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（位相差層膜厚）｜と定義した場合には、(ｎｘ－ｎｙ)の値の
正と負が逆転するが、Ｒｏの値は同じである。よって表２におけるＲｔｈと黒輝度の最大
値との関係は同じとなる。
【００４８】
　また、位相差層１２を実施例１，２のような一軸性の複屈折を有するものに限らず、２
軸性（ｎｘ，ｎｙ，ｎｚが異なる）のものとしても、本発明の効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】液晶表示装置を斜めから見た場合の光漏れを説明する図である。
【図２】偏光板のみの場合の黒輝度分布を示す図である。
【図３】偏光板と２枚の位相差板とを組み合わせた場合の黒輝度分布を示す図である。
【図４】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図５】実施例で用いた評価モデルの構成を示す断面図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１ａ，１ｂ・・・偏光板、１１・・・直線偏光分離層、１２・・・位相差層、１３・・
・第１の偏光板、１４，１６・・・位相差板、１５・・・液晶セル、１５ａ，５ｃ・・・
基板、１５ｂ・・・液晶層、１７・・・第２の偏光板、２０・・・バックライトユニット
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